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三河港・衣浦港港湾機能継続計画作業部会を開催！ 

三河港湾事務所ホームページはこちら→http://www.mikawa.pa.cbr.mlit.go.jp 

 １月１７日、豊橋市内（名豊ビル）と半田市内(クラシ
ティ半田)にて「第１回三河港・衣浦港港湾機能継続計画 
作業部会」が開催されました。機能継続計画とは、災害等 
非常時への備えであり、早期復旧するための計画です。 
 作業部会では、管内の主要港湾における港湾機能継続計 
画の策定に向け、中部地方整備局と港湾管理者が中心とな 
って関係機関や団体と検討を行いました。 
 今年度は、三河港及び衣浦港における災害時の緊急物資 
輸送にかかる関係者の役割、対応等についての行動計画(案)
の作成を目指しています。 
 当日は、これまでの取り組みや港湾機能継続計画(素案) 
が示されたあと、意見交換が行われました。担当者から 
「エリアごとの連絡体制を構築しなければならない」「誰 
にでもわかるよう、より単純でよりわかりやすい言葉で 
示すことも必要である」「事前に指揮命令系統を明確に 
しておく必要がある」「くまで作戦とくしの歯作戦の目的 
のすり合わせが必要である」等の意見が出されました。 

詳しくは下記URLをご覧ください。 
http://www.cbr.mlit.go.jp/road/kanri-bunkakai/pdf/231226kisya-kushinoha.pdf 

詳しくは下記URLをご覧ください。 
http://www.cbr.mlit.go.jp/torikumi/pdf/kowan_bcp201212.pdf 

三河湾 
伊勢湾 

くまで作戦とは 
 【道具の熊手（くまで）の形状】 
  ・「柄」の部分   ：海上輸送ルートを表します。 
  ・「かぎ爪」の部分：港湾の防災拠点からの背後の被災地  
     に向けての緊急物資輸送ルートを表します。 
 【道具の熊手（くまで）の用途】 
  ・震災時に海に流出した浮遊物を掻き集め、航路啓開を行う 
   意味を表します。 

会議の様子 

くしの歯作戦とは 
  災害発生時に、自治体や自衛隊と協力して緊急輸送道路
を「くしの歯型」として啓開（障害を取り除き道を切り開く）する 
 ことを決め名付けたものです。 
  東日本大震災で、くしの歯作戦が効果的であったことから、 
 東海・東南海・南海地震による被害が懸念される地域で 
 同様な計画が策定されています。 
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受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00 
      (土・日・祝祭日を除く)                      
     ※一部の地域を除きます。 

海とみなとの相談窓口 

作品No.５ 
Winter Wonder  三河港！ 
（三河港が雪化粧？） 

 神野南防波堤の上部工事が完了した結果、施設として完成形となり、港内の静穏度※が保たれる形状となりま 
した。この防波堤は、延長約500ｍの直立消波型混成堤で、本体構造に消波機能のあるブロックを使用してお
り、防波堤としては珍しい構造となっています。 
 防波堤はとても重く、工事完了から徐々に沈下するため、沈下が終了するまで防波堤の完成高さまでは施工で
きませんでした。しかし、ようやく沈下の終了を確認できたため、昨年の８月から防波堤上部のコンクリート打
設を行いました。台風等の影響を受けず、１月に無事、工事を終えることができました。 

三河港神野南防波堤上部工事完成！ 

 着手前 

三河港湾ぎゃらりー 

新規コンテナ航路就航記念セレモニー 

  港内側 

防波堤の上から  完 成 

初荷役を披露 

コンテナの前でのテープカット 

 １月25日、新規コンテナ航路の第1便が、三河港神野 
地区8号岸壁へ入港し、新規航路開設の記念式典が開催 
されました。今回開設された航路は、三河港とロシアの 
ウラジオストクを結び、トヨタ自動車田原工場で製造さ 
れた4輪駆動車の部品を、ウオラジオストクにある組立 
工場まで運ぶものです。 
 三河港の海外コンテナ航路は、中国・韓国に続き3カ国 
目となり、三河港の取扱いコンテナ数は、年間約4万TEU※ 

から7万TEUへ増加する見込みです。 
  

 式典後、第1便として入港した「KHARIS VENUS」
(載貨重量トン：5,946ｔ)は、ガントリークレーンを
使って部品が詰め込まれたコンテナの初荷役を披露しま
した。 

カ リ ス  ビ ーナ ス 

 ※ TEUとは、標準的な大きさのコンテナ(20ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ＝長さ6.1m幅2.4m高さ2.6m)1個分相当というおおよその容積を示す単位です。 

コンクリートの白い部分が 
今回施工した部分です。 海面の状態に注目してください！ 

港側は静穏度が保たれた状態です。 

防波堤本体の沈下が 
完了している状態です。 

 ※ 静穏度とは、波の穏やかさを示す度合です。船舶がスムーズに荷役できるように静穏度を上げるのも港湾整備事業のひとつです。 

  港外側 
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